
日時 場所
従事者

人数

受益

対象者

範囲

受益

対象者

人数

事業費

(千

円)

定款に記載

された

事業名

事業内容

不特定多数

不特定多数

100名

500名

300名

1,080

9/28,29

11/′ 11

11/12

8/27

8/2

8/30

横浜市

東京都

東京都

東京都

東京都

6名

4名

4名

4名

4名

SPJ、  MPJ  L―ジく、

TICAD 7参力日者

一般市民

一般市民

一般市民

大学生

持続可能な開発

目標 (SDGs)等

に関する広報事

ヒヽ
ブく

(1)イ ベン トヘの出展

TICADブース出展

グローバルフェスタ

出展

(2)イ ベ ン ト開催

Bon for Afrlca

サ ックス教授 朝 日

SDGsフ ォーフム講演

サックス教授東京

書式第 12号 (法第28条関係)

令和元年度 事 業 報 告 書

生
=土
宣型置塾L△_S⊇ ⊆塁」_∠_口▲昼_」 ∠主_杢∠

1 事業の成果
令和元 (2019)年度の主な事業は、アフリカヘの支援事業として、①前年度に引き続きマラウイ共和

国において、バオバブ製品の製浩販売を通じた農民グループの自立支援、②ウガンダ共和国での南スー

ダン難民支援事業 (2回 )を行い、災害支援事業として③マラウイ共和国におけるサイクロン被災者への

支援事業 (2回)を行いました。

国内での事業としては、①「グローバルフェスタ」等イベントヘの出展、②朝日新間社や東京大学との共

催によるシンポジウム開催、③中学校・大学等の教育機関への講演、④顧みられない熱帯病(NTDs)のア

ドボカシー事業、⑤マラウイ現地スタッフによる研究会(全 2回 )な どの啓発教育事業、⑥MPJユースの

メンバー(13名 )のガーナ視察支援や⑦外務省、JICA、 他NGO等 との交流・情報交換を行いました。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用【 78,738 】千円)

事 業 報 告 用



カレッジ講演

(3)支援依頼

これまでの活動報告

送付

ほか

12月 東京都 2名 SPJ、 一般市民 1,000:名

アフリカ等の

貧困問題等に関

する啓発・教育

事業

(1)教育機関等

における講演

東京都杉並区荻窪

中学校公開事業

(2)顧みられない熱帯

病ア ドボカシー事業

(3)SPJ研究会

全 2回

(4)MPJユ ースの

ガーナ研修を支援

ほ か

9/14

年 間 を

通 して

11/7,27

2月

東京都

東京都

東京都

ガーナ

共和国

11名

2名

8名

2名

中学生、教員、

保護者

MPJユース

一般市民

一般市民

不特定多数

70名

30名

13名

13,041

アフリカ等への

支援事業

(1)バオバブ製品の

製造販売を通じた

農民グループの

自立支援事業

(2)ウ ガンダ北部に

おける南スーダン難

民コミュニティ心理

社会的ケア事業

(3)ウ ガンダ北部にお

ける南スーダン難民

への心理社会的支援

強化事業

～12/4

11/2～

3/′ 7

6/1

9/25

マ ラウイ

共和国

ウガンダ

共和国ユ

ンベ州南

スーダン

難 民居住

区

ウガンダ

共和国ユ

ンベ州南

スーダン

難 民居住

4名

5名

5名

支援対象の

農民グループ

南スーダン難民

南スーダン難民

1,373名

347:名

660,名

32,351



区

グローバルな問

題に対する理解

を深めるための

派遣・招聘事業

2019年度は該当事業

なし
ｎ

）

アフリカ等の

貧困問題等に関

する調査研究事

Lヽ
,く

2019年度は該当事業

なし
∩

）

681
関連団体との

交流・情報交

換事業

(1)Mlllennium

Pronlise Alliance王 里

事会参加

(2)JAGntd

運営委員会参加

(2)Uniting to

Combat NTDs

理事会参加

9/23

1/15

2/17

東京都

イギリス

― ク

1名

1名

1名

マラウイ

共和国

ゾンバ県

マラウイ

共和国

ゾンバ県

5名

5名

マラウイ共和国

ゾンバ県被災者

マラウイ共和国

ゾンバ県被災者

2,977世帯

1,610世帯
31,583

内外の

災害救援活動

(1)マ ラウイ共和国

ゾンバ県における

洪水被災者への緊急

物資配布事業

(2)マ ラウイ共和国

ゾンバ県における洪

水被災者への食糧・

リカバリー

物資配布事業

5/7´ν

7/22

8/9～

11/8

(2)その他の事業 (事業費の総費用 【  0  1千 円)
載記
た
名

に
れ
業

欣
さ
事

足
事業内容 日時 場所

従事者
人数

事業費
(千円)

物品販売事業 前年度に引き続き、事業開始の為の準備を行っ

た。 ｎ

）



イ ベ ン ト企

画・運営。実施

事業

前年度に引き続き、イベント等の企画を提案し

た。 〈
Ｕ



普 ,ヽ第 14号 (法第 28条関係 )

事業報告用

令和元年度 (平成31年度)活動計算書 (その他事業があう場合)
特定非曾利活動法人SDG‐ プロミス ジャバン

科 日
特定非替利活動に係る事業

金  額   小計・合計

その他事業

金  硬  小■・合計
合 計

1   6".。 ∞ 0

1  7.6■・029 0

59.038.973
|

0 5%0".973

398.{お 0

8.5011

:A

壼 常 収 差 計 67.781.682 67.'01.382

11.130.227
I 0

67.:58.22 6′ ,】 58.220

70.738.447

1.027.401 0

2.380.672

4.15■ 0734.158.0,3 0
82.396.5●

【B 経 常 賢 n

経 常 姜 用 針 82.896.520

△ 15.114003当 ]経 常 増 減 霞 【A]― 【B】

【C

経 常 外 収 奎 ■

|

291.945

【D】 饉 常 外 賣 月

経 常 外 ■ 月 計

②当 期 経 常 外 増 滅 鑽 【C】 ―【D】

経 理 区 分 侵 薔 踵

△ 15.406.'33引 前 当 綱 正 率 財 産 増 漱 額

法人

'.住
民礎及び事業税

前珈操越 T味財産額
①

0
財  産

1 曼取会,

2 員取寄H金
受最寺附全

イ´`ン ト売 [

受販■IE

雄収入

1)

役員報酬

給料手楽

法定福利彙

(2)そ の崚 贅
アロジ‐ク ト贅

II張 贅

請調令

通|=費

会議景

旅費交通費

車両■

修縛■

消籠品費

11:イ 家ヽ 賃

水道光桑費

外注貴

詳会費

保険料

支払寄付 争

交瞭費

広告宣伝
"(),費

支払報酬:|

支払手数料

所開図書賢

減価償却費

為替差損

その他

晨員報酬

綸 1斗 手当

法定福利費

層利厚生貴

(2,そ の他ぼ彙

||:張 曼

迪 f言賢

会議費

“

贄交迪贄

消耗品費

地代家賃

水道光熱贅

外た費

話会資

R咬料

交瞭費

広■宣伝贅

,A貴

支払報酬11

文払手数料

新聞図書費

減価償却費

ら薔菫損

固定策産元却損

撻損夫

交



書式第 15号 (法第 28条関係 )

令和元年度 (平成31年度)貸 借対照表
事 業 報 告 用

特定非営利活動法人SDGs・ プロミス・ジャバン

′

|]

口
叩

A
1

2

0

5

(1)

0

26 000

150 000

300 000

391 086
2

の(3)

現金

郵便貯金

普通預金

150,596
835,999
14,840,907

緊急支援事業特定資産
ア ドボカシー事業特定資産

助成事業返還予定特定資産
保証金

8,500,000
14,000,000
2,769,209
40,000

【A】 資 産 合 計 ①十② 41,977,797

の

+

1

0

2 固

214 660,

391 869

4 391 869

B-1

未払金

前受金会費
り金

4,107,209
70,000

【B-2 の

正

日ll

△  15 40

正

当 財 産

正

83

負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】【B】 41,977,797

■■■■□■亜亜四

15,977.502



第二
'饉
暴【■●No 3●1

令和元年度 (平成31年度) ,I界●層の注t

■た非書利置●法人¶G_プロミス

事曇楓着用

ジャバン

菫興な合計方針

0'籠 界書頭の作成は.lmと人合
'I書

,(a10年
'月
20■  2017年 12月 12口

=饉
改正 pO法人会計

=0日
屋会)に よぅています。

て
''固定贅自

の減口償却の方法
■

「

ヨ壺具及び仕B■品の減●債却はな事法によっています。

い
'■晏な外彙建の資晨及び■螢の本邦洒彙

への■■薔●
外彙崖奎餞●●債らは."末日の直■ら,相■によう円貨に晏諄し.換

"菫
●|,損饉として処理しております.

“
,消費甍事の会計処理
渭★屁牛の会,I処理は.■込方式によっています。

事,別拍査のお滉

使お嚇 |:詢された寄け金等の内R
使違●が日詢された書附全年の内訳 (正姜財薔の増減及び晨薔のよ滉)は以下の通りです.
当法人の二味貯置は37.585.9'8円 ですが.■末時点において.壼苦等が

`わ
された,"鶴 はおいません_

支蜃■■■情奎

支●事彙助咸全等

支燿事■11咸全等

ユ●●■助餞全●

菫崚t,助 威毯等

災害文授事案助咸奎年

災害支■事菫助咸金年

3.田Q6∞

ら.未使用でEヨ●●のある1“
"1円
はオ

“

金
として■■碑 に1}上 してい求十.

左2の■■を受けた昴咸金:ム im.lm円 のう
ち.来壼思で遺■●●0ある

`12.`】
0円は未

“

奎
として■0針■表に

==上
しています.

左日の質付

"け
ため慮全19."ム Gη円のう

ら_ネ償用で■■■■のある!爬20渕円は■払
全として贄●カロコに計上しています.

ち.未使用でこ凛[書のある田ユ
“

哺円麟 払全
として費●朗I■に

"上
しています.

4. 目定贅意の11颯内R

車百理ll■
十署□品

技

"そ

の他の資壼
●立支110定資二
素も支●,■絆定臓産
I■,彙
"セ
贅毒

アドボカシー
=彙
特定資菫

助咸Ⅲ■返量予定特定贅繭
保に●
敷金

喘
硼
Ｕ
昭

囲

闘

０

∞

囲
　
ｍ
四

軋
　
叫
叫

硼
“̈剛
硼

ｍ
ｕ
“
鰤

０
剛
四
団
ｍ

ｍ
電
‘
Щ

,■及びその近3● との取引の内容
饉当事項はありません。

そのに,た非苦和清D法人の質饉.■■2び正嗅幹との状薔菫びに正凛財産の10中の状況を明らかにするために必要な事項

`,費
と,理彙の俊分方法

各事■0邑■及び●業
'と
管理■に美遇する●費のうち.■員口■.■■手当.=を櫃刹壼.こ働費.通●■.渭籠品費.α

★.珀代家腱.ホ遺光熱■.“会,.凛●口
"費
については彎事割合に■づき債分しております.

,日 ム●事彙
●秦

文授事粛
瀑■・ 18弔
事■

口]兒
,■

女籠・情報
女0■■

興害支■
喜腱 事彙椰口

"
tコ

"円

合計

6722
2● 000.躙

1゛∞.:i02
69Ю 3.973

硼
留
　
劉

開
８
　
３

画
昭
悧
師

町
」
は
鶴

■
●

側

Ⅲ

綱

　

“

∞

Ｂ

∞

　

田

剛
¨̈
皿
　
鯛

犯
¨̈
笏
　
田

”

●

■

　

４

圃
”
脳

18■ ∝Ю 囲

四

ｎ

ｍ

翻

∞

∞

‘

６

”

硼
観
鰯
ｍ
犯

叫
Щ
鴫
‘
ｍ

ｇ
″
″

鰯
塑
鰤

ｙ

ｙ

．。

`田
1∝ ax
l■■9

:"■9

5∝∞1

圏
皿
鰤
知
四
］
Ш
圏
初
翻
明
　
＝
ａ
鋼
曖

Щ
低
２
獅
´
叫
鴫
ｎ
銭
叫
軋
　
Ｌ
Ц
Ｌ
●

劉
け
別

＝
四
Ｂ

「
囲
田

ａ
Ｃ
ｔ

la∞7

2.692176

s.● 9

1.500● 32

■

“

6.∝Ю

ｕ
輌
‐‐４
“
卿
圏
初
畑
“
口
則
矧
『
卸
］
知
昴
Ｗ
ｎ
ｍ
皿
“

Ｚ
」
狂
」
鴫
ｍ
電
叫
礼
ｍ
笏
に
■
■
町
■
鴫
喝
Ｚ
２
叫
６

蜘

　

剛

２

鵬

お

．
■

ａ

“

鶴

”

製

硼

ａ

“

贅

”

闊
Ш
枷
綱
畑
劉
蜘
圏
切
咄
佃
幽
制
塑
珈

４
」
２
η
狐
叫
叫
Ｌ
砒
颯
れ
勁
れ
咄
Ｌ

■α■ 176
35ム ,30
48728

全
全
奎

晴
咸
収

晰
¨
軸

受
受

そ

●員燿■
書

"手
当

法定椰利費
櫃獨厚生,
通●■
人件Ⅲ :
その睡 費
プ。ジェクト■
出晏■
■●全
コ■■

その饉 費計
墨
=彙
月計

当躊経常●減ロ

外注,
::会,
彙崚■
支

“

守付全

韓̈
嘲［級
齢
饉
弓

会E彙
賣
　
　
　
　
費

通
　
　
費
■
熱

女
費
費
品
，
光

腋
輌
“
饉
船
相

女

"■広曽菫伝費m,
■■輌■■
支払手欧■
■口国■■

"●
■●贅
ら,■曇
そのは

■口EI:■u11‐ li【ョ國s11■ II巨1コ
■口 I□■Ш :EIIu■ 口 :■■■■■□ 1■■■■■団 ■■【Ⅱ嘔 】



書式第 17号 (法第 28条関係 )

令和元年度 (平成31年度)財産目録
事 業 報 告 用

特定非営利活動法人SDGs・ プロミス・ジャパン

(単位 :円 )
′

の

塵 [産

普通預金
みずほ銀行 普通預金
みずほ銀行 普通預金 (USドル )
Stanblc Bank 普通預金 (USドル )
Stanblc Bank 普通預金 (ウ ガンダシリング)

150,5961

835,999

14,840,907

現金 (ウ ガングシリング)

前払費用
地代

71,990
31,234
12,383
11,649
23,340.

597,859
238,140

12,003,232
2,344,668
461,986

現金 ^

嚢室
S':おリン

)、′ガ)1茎 |ソ :三アシリ́ .́

郵
叩了基堕

15.977.502五目L童産査壁__■_:・ _①

391,086

2
1

2

金

) 形

50 473

事 特 定

0

40,000
300 000

助成事業返還予定特定資産

340,613

ア ドボカシー事業特定資産

の(3
緊

2,769,2091

8,500,000

什器備品
パ ソコン

保証金

A

【A】 資 産 合 計 ①+② 41,977,797

前受金会費

の

2

3,557,037

1

4,107,209

92 400

B-1

550,172

70,0001

214,660

民

未払金

職員への未払金
その他未払金

預 り金

源泉徴収税
社会保険
雇用保険

27,532
78,744
15,984

【B-1】 負 4.391,869③十④債 合 計

【B-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ― 【B-1】 37.585.928

14 000



書式第 18号 (法第 28条関係)

令和元年度年間役員名簿 (前事業年度において役員であったことがある全員の氏名及び住所又は居所並

びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿)

特定非営利活動法人  SDGs・ プロミス・ジャパン

1 確認事項 (法第 20条及び第 2¬ 条を確認の上、チェックを入れてください。)

日以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )
日各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係 )

2 役員一覧

事 業 報 告 用

役 名
どちらかに

○

(フ リガナ)

|

住 所 又 は 居 所
氏    名

前事業年度内の

就任期間

報酬 を受けた期間

(該当者のみに記入)

1 鯉璧潰監事
キタオカ リエコ

北岡 理恵子
平成31年4月 1日

令和2年 3月 31日

平成31年 4月 1日

令和2年 3月 31日

3 κヨ
ヽ_/
監事

ヤスダ ヒサヨ

安田 尚代

平成31年4月 1日

令和2年 3月 31日

年  月  日

年 月 日

4 監事

サラヤ シロウ

更家 史朗
平成31年4月 1日

令和2年 3月 31日

■=   月   日

年 月 日

5 ・監事

クボ フミアキ

久保 文明

平成31年 4月 1日

令和2年 3月 31日

年 月

月

日

年 日

6
だヽ
ヽ_ノ

監事

ドイ マサミ

土井 正己

平成31年 4月 1日

令和2年 3月 31日

年:   月   日

年  月  日

7

=rt' 3 r:1 ,

西田 陽光

平成31年 4月 1日

令和2年 3月 31日

令和元年6月 1日

令和元年 10月 31日

8 監 事

ム
ル・ ′・

‐
ミ ノ  
、/ハ

ノυ

 フール ´

Kamia Kaluma
Sulumba

平成31年 4月 1日

令和2年 3月 31日

年  月  日

年  月  日

9 監 事

トム ビス トン
ネディエ

Tom Biston
Nedie

平成31年4月 1日

令和2年 3月 31日

年  月 日

日年   月

⌒

く:ジ・監事

⌒

Cノ ‐



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

10 理事
⌒

長iヲ

ナカジマ タケハル

中島 丈晴

平成31年 4月 1日

令和2年 3月 31日

年

　

年

月

　

月

11

⌒

理事くヒヲ

シブヤ コウイチ

澁谷 耕一

平成31年 4月 1日

令和2年 3月 31日

年 月 日

ヽ

月年 日



書式第4号 (法第 10条 。第 28条関係)
設立・事業報告用

社 員 名 簿 〈社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人 SDG・ プロミス・ジヤパン

氏    名 住 所 又 は 居 所

1

キッコ~マン株式会社
代表取締役社長

堀切 功章

2

サラヤ株式会社

代表取締役社長

更家 悠介

3

信越化学工業株式会社
代表取締役会長
金川 千尋

4 西田 陽光

5
北岡 理恵子

6
尾上 実栄

7
河路 千鶴子

8
北岡 篤

9 鈴
木 秀幸

10 安田 尚代


